
ト■ メ ス テ ィ ッ ク ー ニグ ル ー プ の   
展開 と 生計維持の し く み  

－－－ オ→ストリア・スロヴュニ丁系農村に住む  
′ト作農民の娘が誇るライフヒストリー  ーーー  

森 明子  

ドメスティ ック・グループ（生活共同集団〉1）は、成長を集団内に  
とりこむし くみをもつ一方で、成員を集団の外に送り出すし くみも  
もっている。ドメスティ ック・グループの動態は、この二つのし く  
みがある期間継続したあらわれにほかならない。互いに逆の方向に  
はたら く二つのし くみがともに必要なのである。ところで、集団の  
外に送り出される着たちは、ある日突然その集団と没交渉となるの  
ではなく、ある過程を経て徐々に自己の育った集団から独立してい  
く。その具体的な過程の書己述は、いままであまりなされてこなかつ  
た。筆者は、ドメステ1・ブク・グループの成員が集団から独立して  
いく過程においてみら九るサービスの共有・交換の関係を解明する  
ことが、家族・親族の比較研究に有効であると考えている。   
本報告は、上記の研究課題に、ライフヒストリーの記録を生かし  

てとり く もうとする、筆者のひとつの試みである。「ライフヒスト  
リー（オーラルヒストリー）」の記録は、この数年、ウ ィーン大学  
社会経済史研究所においても、積極的にすすめられている。それを  
学問研究にどのょうに生かしていくかについては、個々に見解の異  

なると ころであろ う。   
インフォーマントは、 つましい小作農家の娘として育った。彼女  

の育った訊落に小作農民が住んだのは、十九世紀後半から今世紀半  
ばまでの数十年間であった。かつて小作農民の家庭に育った者は、  
現在は労働者として生者している。本稿では、／ト作農民として子供  
時代を過ごした婦人のライフヒストリーを通して、他の資料も援用  
し、家族周期にともなったよ民のドメスティ ック・グループ展開の  
過程を、明かにしていきたい。インフォーマントの婦人と彼女の夫  
は、ともに山地部の農業を生業とする家庭に育った。夫の生家は自  
作経営の農民（Bauer）である。自己の子供時代を、夫の子供時代と  
比較する彼女の希には、／ト作（Paechter）と農民（Bauer）の「家」の  
遠いがおのずとあらわれている。  
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以下では、  

（Ⅰ） ます、調査地の地理的ならびに歴史的背景を大づかろにまと  
めた後に、  
くⅢ） テープレコーダーからおこした資料を提示する。ここでは、  

小見出しをつけ、著Lい繰り返し部分を削るなどの手を加えた以外  
は、できるだけ語られた形を生かすよ うにつとめた。それはと くに、  
さまぎまな角度からカット される前の塊りのままの個人の歴史に資  
料としての価値を認めるためである。  
（皿） 次に、前章で個人の立場から口述によって語られた小作農家  
のく らしについて、文書・地図の記録資料にもとづいて、この農家  
と周辺の家々の歴史をあとづけていく ことにする。これらの文書は、  
十九世紀前半の収税の原簿となる地籍区巨土地登記書（gatastral－  
mappe おょび Protokoll、ともにケルンテン州立文書館所蔵）、ま  
た現在裁判所に保管されている十九世紀末以降の各家ごとの歴史を  
記した台帳で、統治する者の視点に上って、「家」や「土地」から  
地域を把返しようとした資料である。  
（Ⅳ） そして、前の二つの章で提示さ九た異なる種類の資料から、  
本稿の問題関心にもとづいて、その内客を簡単にまとめて確認し、  
（V） 最後に、董者の気付いた点を述べてまとめとする。  

Ⅰ  

調査は、1g86年12月上旬から1g87年 9月末にかけて（そのうち、  
1987年 4月1日から9月末までは村に住み込み）、オースI・リア共和  
国ケルンテン州の東南端に位置する、ゲマインデ・ノイハウス（Ge一  
皿einde Neuhaus．ゲマインデは行政上の末端単位となる自治体。各  
ゲマインデに一人の市長≒Buergermeister がおかれる）において行  
った。   

オーストリアは、国全体がアルプス山脈東部を構成するが、ドラ  
ウ河（Drau）の南岸、ヤウン谷（Jauntal〉 にあるゲマインデ・ノイハ  
ウスは、標高400mの河岸から1000皿 の山地部にかけて、南にいくに  
従って高くなる。河岸の谷部（Tal〉 と山地部（Berg）とでは、部落の  
景観が異なり、前者では家と家の間が比較的近接しているが、後者  
では、部落とはいっても、隣家との閻に畑や森があって、徒歩で30  
分くらい離れていることもめずらし くない。また、山地部では土地  
生産力が低く、場所に上って条件は異なるが、谷部のおょそ半分で  
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あるともいう。   
ドラウ河は、ケルンテン州を西から東へと横切る大河で、ユーゴ  

スラビアに入ってからはドナウ河と合流、やがて黒海にそそぐ。ケ  
ルンテン州では従って、川上の西方を「上の方」（oben）、川下の東  
方を「下の方」（unten）という。このゲマインデは、南に高くなる  
谷に位置するため、南方も「上の方」（oben）、ドラウ河岸までの北  
方は「下の方」（unten）といわれる。南北方向を示すoben／untenほ  
南に高くなっているゲマインデ内においてのみ使われるのに対し、  
東西を示すoben／untenはドラウ河の流れに基づき、隣家闇・ゲマイ  
ンデ内の部落間・州内の他の都市やゲマインデとの闇・さらに国境  
を越えた地域間の方向を示す場合にも用いられる。   

ドラヴ河の対岸一帯は歴史的に領主が異なり、現在の行政管轄も  
異なる。この対岸の地域に対しては「向こう側」（drueben）という  
副詞が用いら九る。また、ウ ィーン川ien〉 や ザルツブルク（Salz－  
burg）などの遠隔地は「外」（ausse）にあたる。drueben や ausse  
は、こちら側にあるものと直接には連続しない、内なるものに対す  
る「外」を表わす語である。ウ ィーンやザルツブルクは、このゲマ  
インデの人々にとっては、出稼ぎ先の大都市、あるいは大学のある  

都市である2）。   

人々が、ある場所やそこに住む人について口にするときは、必ず  
このような場所をあらわす副詞を用いる。この副詞は、会話者が場  
所を具体的に想定する上で大変重要で、省略されることは少ない3〉  
ドラウ河を軸として、上流にあるケルンテン州都クラーゲンフルト  
は「上に」、国境を越えた下流のユーゴスラビアは「下に」、ゲマ  
インデ・ノイハウスと連続している。オーストリ ア国内の都市を「  

外」とし、国境を越えたユーゴスラビ7の方を、より近くに意識す  
ることは、地理的条件にのみよるのではなく、この地域の歴史にも  
よるのである。   

ドラウ河の南側のこの地域は、1918年までオーストリア＝ハンガ  
リーニ重諸国内において、と くにスロヴュニア人（スラブ語派）の  
多く住む地域であった。現在のゲマインデ・ノイハウスは、かつて  
ゲマイナデ・ライフリング（GeⅢeinde Leifling）と呼ばれていた。  
1910年の国勢調査に上ると、当時のゲマインデ・ライフリ ングの人  
口1957人のうち、ドイツ語を日常帯とすると答えた者160名に対し、  
スロヴュニ7語と答えた者は1783名に達している4）。第一次世界大  
戦でドイツ＝オーー＝ストリア軍が敗れ、戦後処理において、新国家ユ  
ーゴスラビアはスロヴュニ7人を多く含むケルンテン州の一部を要  
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園－1．ゲマインデ・ノイハウス地図  
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求した。これに対して、同地域でオーストリアへの残留か新生ユー  
ゴスラビアへの帰属かを選択する住民投票が1920年10月10日行われ  
た。その結果、当時のゲマインデ・ラ イフリ ングの中心部、ライフ  
リ ング部落内に国境がひかれ、ゲマインデ・ライフリングを構成し  
ていた十四の部落のうち、四つの部落のすべてと三つの部落の一部  
が、ユーゴスラビアに帰属することとなった。このときケルンテン  

州からユーゴスラビアへ割譲されたのは、全体で約 430平方キロメ  
ートル、そのうちブライブルク地区（Gerichtsbezirk Bleiburg．ゲ  
マインデ・ライフリングもその一部）からが 300平方キロメートル  
を占めている。ゲマインデの人々にとっては、以前はずつと「下の  
方」（東方）にあった国境がついそこにきたことになる。この分断  
に上って、ゲマインデは中心部のライフリング部落の教会および墓  
地・学校・役場などを失った。約44平方キロメートルから24平方キ  
ロメートルヘ縮小したゲマインデ・ライフリングは、隣接する独立  
のゲマインデであったシュバペック（12 平方キロメートル）と合併  

して1g57年、ゲマインデ・ノイハウスが生まれた。新しいゲマイン  
デの中心地であるノイハウス部落は、東のライフリング部落と西の  
シュバペック部落の中程の谷部に位置し、ローマ・カトリ ック教会  
ノイハウス教区の中心でもあることから、選ばれたものである。19  
81年国勢調査で、ゲマインデ・ノイハウスは面積36・3平方キロメー  

トル、人口12さ7人であろ。  

Ⅱ  

次に提示するインタビューの言己録では、主たるインフォーマント  

は主婦（47歳 Ⅵerta）で、彼女の夫（48歳 Leo）と二人の子供（13  
歳の男女の双子）も同席している。Leo は、山地部のベルクオブラ  
イフリング（Berg ob Leifling）部落の自作経営の農民（Bauer）の  
「家」に生まれた。Hertaは山地部のコ【－－ゲルニッタベルク（Ⅹogeい  
nigberg）部落の小作よ民の娘である。Leo は、1964年に谷部のプー  
ドラッハ（Pudlach）部落の農民から土地を貫い、1g＄9年ころから仕  
事の暇をみては少しずつ家を建てて、1974年からこの家に住んでい  
る。ベルクオブライフリング、コーゲルニッタベルク、ブードラッ  

ハの各部落は、いずれもゲマインデ・ノイハウス内の部落である。   
聞き手は筆者（1・l．）で、ドイツ語に上るインタビューを軒訳Lた。  

19る7年 ¢月の週末、ブードラッハ部落の家のベランダで話を聞いた。  
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Herta：以前ほキョウダイや子供はもつと多かった。そして、みん  
なが勤勉に家の手伝いをしなければならなかった。私は上の方（obe  
n）に住んでいたんですよ、ノ イハウスのね。ちょ う どあなたがメシ  
ュニッタさん（筆者の住んでいた家）のところからノイハウスを見  
上げたあたり。でも、今ではみんな森になってLまっています。す  
べてお城のものです、以前からね。私の両親は”ゲ ィルト シャフト’  
川irtscbaft一経済。ここでほ家屋・家畜小舎を含めた農地などの、  
農民の土地財産）をもっていませんでした。私達はいつもノイハウ  
スまで歩いて学校や教会へと行っていました。後には、働きにでな  
ければなりませんでした。誰もがどこかに働きにいかなければなら  
なかったんです。今ではどこでもそうですけど。それから両親は小  
さな家を建てました。私たちは三人キョウダイで、兄と妹がいます。  
ひとりひとり自分で仕事をみつけなけ九ばなりませんでLた。妹は  
お針子を習い、私は15年間女医きんのところで働きました、お手伝  
いと子供の世話で、クラーゲンフルト（Klagenfurt）の町に。15年間  
私はそこで働いて、それから結婚してここに引っ越してきたんです。  

昆erta と Leo 〈1987．6．）  
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＜家を建てること－－一農民のキすウダイ＞  
Herta：そのときは、夫はすでにこの家を建てていました。前もつ  
て土地も買っていたんです。まじめに働く ということを、言ってお  
かなくては。夫はとてもまじめだったから、このように家を建てる  
こともできたのです。彼は家では（親からは）なにももらわなかつ  
たんですからね。何もかも自分だけでやったんです、土地を買って。  
私達が引っ絶してきたときは、随分できていました。そのときは、  
もうすでにここに家の全景ができていまLた。二階はまだ、あとで  
テラスなどを建て増しました。私達は二つ建て増したんです。夫は  
全部自分でやるんです。お見せしまし⊥ う、お風呂場やきれいな天  
井、みんな。  
Leo： 多芸（Tausend 監uenstler 千人の芸術家）とここではいうよ。  
何もかもいろんなことをやれる人のことをね。  
Herta： そうやって夫はなにもかもつく ったんですよ、プールだっ  
て、本当に。勤勉ならそれだけのものを手に入れることができるし、  
なまけていれば、なにも持つことができません。たとえば夫の弟に  
しても、家をもらってその上、そこの道路の向かいの家を、もう見  
ま したか、その家も買ったんですよ。彼は’■ザイルト シャフトー を  

家でやっていて、さらにその家を建てたのです。彼もやはりとても  
勤勉なんです。午前中草を刈っていたもうひとりの義兄も／トさな家  
（Haeuschen．ホイスヒェン〉 を建てたんですよ。  
Leo： 道路の向かいの家は週末仕事（Vochenenendebau）じゃないよ。  
弟はまだ「家」を継ぐ前にすでに建てていた。父がまだ「家」を譲  
っていなかった。弟は「家」を継ぐことになるとは思わないで、だ  
からそこの土地を買って家を建てたのさ。今じゃそこに一軒と「家」  

（生家）ももらったんだ。  
Herta＝ そこの家はきつと娘がもらうことになるでし上う。義弟に  
も、三人の子供がいるから、そのうちの一人がもらえます。ええ、  
とても勤勉（な家族）です上。男の人達がとても勤勉にはたら く家  
族だっていうことi土、全く確かなことです上、そういう人が家を建  
てるんです。もう一人の義兄弟は、看護人として働いていて、病院  
内にやはり自分の家を持っているんです。義姉抹もフォアールベル  
ク（Voarlberg）州に土地を持っているし、もう一人の義兄弟もフォ  
アールベルク州に自分の家をもっているんです。  
Leo： それに、土地を貸しているよ。それが自分のキョウダイだ。  
全部で七人、男六人に女一人。各自が自分で買った。倹約して自分  
で買わなければならないんだ。  
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（補足－1）   

このインタビューを行った日の午前中、Leo用erta の夫婦は、  
Leo の兄を手伝って、家の前の国道沿いに細長く伸びた草地の  
章を、大鎌（Sense）で刈った。この兄は、現在はエッテンドル   
フ（Ettendorf）に住む農民で、自家の家畜の飼料とするために  
草を刈っていたのである。国道に属する草地の革は、無料で刈   
ることができる。   

（補足一2＝新しい家・肉の入手方法）  
家の申を案内してくれる。階上は、各自の部屋。階下の台所に  
つづく 日当たりのよい部屋は、壁を塗っていないので完成して  
いないが、そこでは冬の間、夫が木彫りをし、妻がアイロンや   
ミ シンをかける。子供たちの遊び場でもあった。現在はここで  
学校の宿題をする。階下には、来客用の寝室も、ひととおりの  
家具をそろえてある。廊下をはさんで、日当たりの悪い方の部  
屋には、洗面所・風呂場などと並んで小さな奥ゆきばかり深い  
部屋が二つある。いずれも、ケラー（地下室）の代用となる貯  
蔵のための部屋で、その一方の部屋の奥に大型の冷凍庫がおい  
てある。冷凍庫には、肉が一杯に保存されている。  
肉は店からは買わないのだと、Herta はいう。買うときは、屠  
殺された動物を丸ごと一頭、いつも夫の生家ベルクオブライフ  
リ ング部落の義弟のところから買うことにしている。肉がなく  
なるころ、義弟に言って、屠殺する目を決めておく。動物を屠  
殺して、部位ごとに大きく切り分けるまでの仕事はしてもらう  
が、それを実際に料理に使うように処理するのは、買い手であ  
る1erta の仕事である。切り分けられた肉を、一回の料理に使  
う程度の大きさに切り、袋詰めにして冷凍庫に保存する。脂肪  
部分をなべでじつく り煮て、料理油やバンに塗って食べるため  
のシュマルツ（ラード）をつく る。挽き肉をつく って腸に詰め  
ソーセージを作る。ベーコン等の薫製晶をつく る等々である。  
これらの仕事を一人でやれば三～匹目はかかる。屠殺は二～三  
人の大人お」亡び子供の手伝いを要する仕事で、農民の「家」で  
は食べるための日常的な活動の一部である。とくに豚の屠殺は  
牛と異なり、獣医の許可も不要なので、農民の子供はそ九を手  
伝いながら育つ。従って、Rertaの家で肉を買う場合も、実際  
には、夫のLeo が売り手の弟の屠殺を手伝うし、屠殺後の手間  
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のかかる仕事も、義弟の家族が手伝って、全体の作業を二つの  
家族が協力して行うことになる。二家族分の屠殺を同時に行う  
ことも多い。そうすれば、仕事の分担は、より効果的になる。   

＜働く こと－－一職業（Beruf）をもたない労働者（Arbeiter）＞  
Herta： 大事なことは働く ことですよ。男の人が仕事をするから生  
活できるんです。働く人がいなけれはできません。  
Leo： 自分には、専門的た職業（Beruf）というものはない。自分た  
ちの若いころはそうだった。自分たちには、家でとてもたく さん仕  
事があった。もし家で働かなかったら、自分たちの「家」（Bauern－  
haus）が、いわゆる破産宣告を言い渡されていたろうよ、「家」が  
つぶれてし ま う という ことだ。  
Herta： つまり売られるんです。勤勉に働かなけ九ば「家」を失つ  
てし まう ことになるんです。  
Leoこ というのも、自分たちの頃ほきびしい子供時代だったから。  
Herta：以前はそうでした上、戦争の当時はとても大変でした。男  
の人達が戦争にいつて、家にいるのは女と子供だけ、実際小さな子  
供たちばかりでした上。だからみんな家で働かなければならなかつ  
たんです。ですから、大抵は聡美なんて身につけられませんでした。  

私も職業は習いませんでした。  
Leo： そ九はできたかったんだ。  
托erta： 妹はまだょかったんです上。  
Leo：職を身につける可能性など、以前はなかった。ここには店な  
んてないし、そうなるとクラーゲンフルトとかウ ィーンに行かなけ  

九ばたらなかったんだから。  
Ⅵerta： 詰もが一生懸命（bart）働かなければならなかったんです。  
男の人が酒場にいつもいて飲みすぎたり吸いすぎたり、あるいは女  
の人がいつもコーヒー店に座っているようではうまくいきません上。  
確かにそうですとも。うちでは夫は決して飲みすぎないし、吸いす  
ぎません。だからこそ、こんな生活ができるんです。  
Leo： 今の会社は、ドラウ河水力発電（Oesterreichisches Drau－  
krafⅢerk）で、1973年から勧めている。そこ（この家から徒歩で二  
分ほどのラバミiント Lavamuendの発電所）ではなくて、ここから  
20加ほどのサンタト・アンドレー（St．人ndrae．ドラウ河を少しさか  

のぼった、対岸のゲマインデ）の発電所だ。毎日40kmも（自家用車  
で）往復するんだよ。往きに20kmと、帰りに2地心働きにいくのに  
40k皿なんて。もう14年間この会社で働いている。以前は他の会社に  
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一年半以上いた。フォアールベルク州にいたときもある、あちこち  
で働いた。そして今は14年間ここだよ。  

（補足－3）  

ベランダ・テラスが臨んでいる庭には、芝生が絶えられ、ペン  
チ・テーブル・卓球台がおかれている。三～四年前に 60000シ  
リング（約70万円）かけて、プールもつくった。その庭の一画  
には、菜園がしつらえられ、托erta のつくった野菜がここから  
台所に運ばれて、料理に供される。  

（補足－4）  

ユーゴスラビア国境に近いドラウ河南岸のこの地域には、工場  
の設置などはなされないので、働き口を求める人は、遠隔地に  
行かなければならない。通勤距離・通勤時間の増大、さらに出  
稼ぎ（Pendler）は、現在のゲマインデの人々にとって、大きな  
問題である。かつて、この上うな遠隔地への労働者はあったと  
しても、現在ほど一般的ではなかった。ゲマインデに住んでい  
た人は、農民を除くと、農民の「家」に住み込んで働く男女の  
使用人（Knecht．撼agd）、小作人、職人、等であった。   

くお城の森にあった「家」＞  
Herta：私の父も、以前は夫と同じようにドラヴ河水力発電で働い  
ていたこともありますよ。でもシュノベベッ クのですけどね。その前  
はラバミュントの発電所でも働いていました、それに建設現場でも、  
森でも。母は家におりました。両親は小さな“ゲィルト シャフトー  
を借Ijて小作していたんです。自分のではなくて、お城から借りて  
いたんです、今ではほとんど森になっていますけどね。以前、私た  
ちが二頭の乳牛と二頭の豚と鶏を数羽持っていたのは、／トさな ■ゲ  
イルトシャフト【でした。女と子供が家にいて、男の人は時間があ  
るときだけ家にいました。そこに私たちは住んでいたんです。後に、  
両親は土地を買って小さな家を建てました。コーゲルニックベルク  
部落ですよ、ノイハウス部落の上の方の。以前住んでいたのも、や  
はりコーゲルニッタベルク部落です、もうちょつと高い所です。少  
し高いところにその小さな”ザイルトシャフト”があって、少し下  
りたところに家を建てたんです、それも山の方ですけどね。この小  
さな（以前住んでいた）けブィルトシャフト【ほ、お城のものでした。  
でも今ではみんな植林して森にしてしまったんですよ。その（新し  
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く建てた）家は、父が亡くなってから、今では母が一人でおります  
が、家は十三～十四年にもなります。（彼女の〉 息子がすぐ近くに  
住んでいますから、彼（息子）や孫たちが、ちょ くちょ く寄っていま  
す。この家は、この私の兄（母の息子）がもらうことになっています。  
彼も自分の家を近くに持っています。父は九年前に亡くなりました。  
母はときどき私たちのところにもきて、二週間もここにいて、それ  
から私の妹のところにも行きます。妹はブライブルク（81eiburg）に  
住んでいて、やはり自分の家を持っていて、小さな菜園もうちと同  
じ上うに持っています、ほんのちょつとだけ大きいんですがね。  

母は、いつも家におりました。もつと以前はもつと大変だったのだ  
から、私たちはそれでも上かったんですよ、私たち子供たちはね。  
私は、夫より もずつと楽だったんですよ。夫のところは大きな －ゲ  
ィルト シャフト”■でしたから、みんな懸命に働かなければならなか  

ったんです。私のところほ∴ 小さな、全くわずかなものでしたから、  
働くにl土楽なほうでしたよ、私たちは夫のところほど大変というこ  

とではなかったんです。  
A．L 大きい”ゲィノレトシャフト”ほど、仕事は大変ということ  

ですか。  
1ertaこ  ええ。  

＜州都タラーゲンフルトで働く＞  
A，址∴  いつごろ、タラーゲンフルトで働きはじめたのですか。  
Herta：1g59年にタラーゲンフルトに行って、1g74年に子供たちが  

生まれるまで。  
Å．1∴  どのようにして、その女医さんのところを知ったのですか。  
Herta：従姉妹を通して働く ところを捜していたんです。従姉妹は  
すでに、クラーゲンフルトのやはりお医者さんのところで子守とし  
て働いていましたから。彼女がまわりに開いてみてくれて、ある女  
医さんのところで小さな女の子が二人（当時三歳半と一歳半）いる  
ということでLた。私はその一人の面倒をみました。料理や子供の  
面倒をみて。私は川歳でした。私もょく勤め上うとしましたし、奥  
きんはとてもいい人で、いつも私をつれて歩いてくれました。海や、  
イタリアへも、山へも、そ九はとても楽しいことでしたし、私は喜  
んで奥さんのもとにおりました。娘さんの一人はやはり女医さんに  
なって、もう一人の娘さんは結婚してドイツにいかれました。この  
人たちとは、今でも連絡をとりあっているんですよ。それに、私の  
この娘の名親（Taufpatin）でもあるんです、女医さんの方がね。こ  
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の女医さんもときどきここに来て、小さい娘さんもつれてきて、一  
週間や二週間泊まっていくんです。この人は7ルム（高地放牧地）に  
／ト舎をもっていて、私達を招待してくれます。私達は、毎年夏の休  
暇に、どこの／ト舎でも泊まることができるんです。ケルンテン州の  
ブラソニック（Platznlk）というところです。この上うに、私はとて  
もょい出会いをして、あちらで過ごしました。あちらでは、料理や  
家のなかのあらゆることをしました。   

＜結婚＞  

A．y．： どのようにご主人と知り合われたのですか？  
托erta： もともと知っていた、というのが答えですね。ねえ、あな  
た。以前はゲマインデ中ほとんど註もが知り合いでしたよ。もうす  
でに若いときから、 ハートル■（托artl．ノイハウスの最も古いガス  
トハウス、レスト ラン、酒場兼宿屋。伝統的な祭の日の婁は、ほと  
んどここで行われるほか、結婚式や葬式の後の宴席も多くがここで  
催される）やバッハ（Bacb）部落のダンスのとき、あるいはブライブ  
ルタの 一ゲィーゼンマルクト”のとき。こういうときにみんな来る  
んです、若者や娘たちが。それで以前はこうでしたよ。進もが、託  
とでも踊ったんです、今とは違っていました。今だったら、あんた  
お相手をつ九ていかなきゃいけませんよ。そうすれば踊れます。以  

前はね、若者もたく さん、娘もたく さんいて、みんなして踊ったん  
ですよ、あつちの人と一回、こつちの人とはもつとたく さん、とい  
う具合に。それで夫のところに行ったんです上、一緒に踊ったの。  

A．Ⅶ．： 謝肉祭の舞踏会とか？  
Herta： ええ、あるいほ Pキルヒクーク’（Kirchtag・教会の守護聖  
人を祝う祭日）・結婚式・復活祭・大晦日のお祭（Silvester）とか、  
例えばね。  
A．1．： 大抵はガストハウスになるんですか？ ■キルヒクーク”の  

ときも。  
Herta： ええ、”キルヒクーク”のときもそうですよ。行事はいつ  
も外ですけど、そのあとで音楽やダンスがありますからね。だから、  
もともととても若い時分から二人で踊っていたんです上、でも・－－  

Leo＝ 酔ったあとで 一…－－－－  （芙）  

Herta＝ 後には、夫もクラーゲンフルトで働いたので、機会も多く  
なって。ですから、知っていたのは、すでに子供のころ。私が覚え  
ているのでは、当時ノイハウスの小学校とバッハの小学校とで、た  

とえば何か一緒に働くことがあったりもしたんです上。一緒になっ  
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てね。  

A．l∴  ノ イハウスの学校にいら したんですね。  

Rerta： ええ、夫はバッハ（の学校）でした。それで、二つの学校  

が一 緒になって、苗木を森に植えたことがあるのを覚えています。  

一年のうちに、たった一日だけでしたけど。ケンメル（RoemInel〉 部  

落（隣接するゲマインデの一部落）で競技をしたこともありますよ、  

そこにいろんな学校の生徒が集まって、バッハ・ ノイハウス・シュ  
バペック・ブライブルタから。ですからとてもたく さんの人を知っ  

ていたんです。ブライブルクの人も、あちこちの人を。今ではダン  

スにしたって。ダンスに行ってそこにずっと座っているのがいやだ  

と思うなら、つまり踊る気があるなら、相手をつれていかなけりゃ  

ならないですよ。以前はそうではなかったんですよ、結婚していれ  

ば別ですけど。夫と一緒に行けば、夫と踊るもので、他の人と踊る  

ことはちょつとできませんけど。以前は詮とでも知っている人と、  

近所のいろんな顔見知りの人と相手をしたんです。今ではもうそん  

なことはあり ませんね。  

（補足－5）  

ブライブルク（Bleiburg）は、この地域の裁判所のある「都市」  

である。歴史的にも領主の居城があり、その荘園は現在のゲマ  

インデ・ノイハウスの一部を含み、ノイノ、ウスの城の所領の数  

倍の大きさをもっていた。ゲィーゼンマルクト（Tiesenmarkt）  

は、九月の第一日曜日にプライプルクで行われる伝統的な祭で、  

近隣から多くの人々が集まる。現在のゲマインデ・ノイハウス  

のほとんどの人々も、この集の日には訪れている。   

＜小作していた家に住んでいた人たち＞  

Herta： 以前はこんなこともありました上。私は、いとこたちと一  

緒に住んでいたんです。いとこと、叔母も叔父も一緒で、そして一  

緒にょ く歌い、とても愉快でした。私は、とてもいい子供時代を過  

ごしたんです。ええ、男の子が一人と女の子が二人で、それに私の  

妹と見です。ですから、全部で六人の子供が一つの家に、小作とし  

て借りていた家に住んでいたんです。そのころは、祖母がまだ生き  

ていて、大家族でした。  

l．L＝  いとこたちの両親はどこに住んでいたのですか？  

托erta： 同じ家に住んでいたんです。それはまだ説明していません  

でしたね。もちろん、とても大切なことでしょう上、なぜって私達  
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はみんた一緒でしたからね、全く共同に（ganze Ge皿einschaft）、で  
もそれは、どこの家でもそうだったというわけではないんですよ、  
それにしても、それはとても うま く いっていました。二人の姉妹と  
二人の兄弟とが結婚Lたんです。その子供たち、私達は何も彼もー  
結にやってました（GeTneischaft）。  
人．y．： いつごろまで一緒に暮らしていたんですか。  

Rerta：約二十年間、私たちは一緒でした。後に、いとこの姉の方  
が看護婦の勉強にタラーダンプルトに行き、妹の方もタラーゲンフ  
ルトの医者のところに行きました。私が行ったのは19歳のころでし  
た。私達は、みんなその家で生まれたんです。以前は病院なんてあ  
りませんでしたから、みんな家で生まれたんです。  
両親が小さな’■ゲィルトシャフトー を借りていたのは、コーゲルニ  
ッ タベルクの一番上のほうで、その少し下には、私の両親だけで家  
を建てたのです。いとこの両親は、ルーデン＝アイス（Ruden＝Eis．  
ドラウの少し上流、対岸の側のゲマインデ）に引っ越していきまL  

た。両親が家を建てたのは、14年く らい前です。私は家にも帰りま  
したが、少しだけです。新しい家ではあまり過ごしていません、と  
いうのも、私はもう タラーゲンフルトにいましたから。叔母や叔父  
がルーデンに越して行ったのは、娘と息子があちらに結婚してきれ  
いな家をもっているからです。私の兄も自分の家をもっていますし、  
妹も。私はここに持っています。それにしてもみんな一緒に、それ  
はとてもすてきな、いい子供時代でした。私は、いい子供時代、娘  
時代を送りました。ええ、そうですとも。  
A．l∴  お兄さんは、会社ではなくていつも家で働いていたのです  
か？  

甘erta‥ ええ、兄はいつもお城の森で働いていました、52歳の今も。  
ええ、この仕事は厳しいですよ。  

（補足－6）  

一緒に暮らしていた叔母は、現在も母親とともに、時々プード  
ラ ッハ部落のにertaのこの家を訪問する。   

＜小作をしていた家のつく り＞  
Herta： そのころは、裕福ではないので本当に質素で、でもよかつ  
た。確かに今の子供はずつと多くのもの、着る物・食べる物・寝る  
ところ、すべていいものを持っています上。私たちはそんなに持っ  
ていませんでした。斉し く もありましたし、当時はそんなにたく さ  
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んものがありませんでした、食べ物も、寝るところも、生活するに  
も、なにもかも。  
Å．址．： その家にはいくつの部屋があったのですか？  
Herta： そこは、ち上つとおも しろかったですよ。大きな家だった  
んです。とても大きな台所が真ん中にあって、叔母と叔父とその子  
供たちの家族は片方の側の部屋で生活し、反対側の部屋で、私達、  
両親と三人の子供たち。台所は共同でとても愉快でした。祖父と祖  
母は、自分たちだけで台所と部屋のある小さな家に住んでました。  
A．l．： 近所の家も近くにあったんですか？  
Herta： いいえ、これつきりです。大きな家で、それに連続して家  
畜小舎（Stall）がありました。別に穀物倉（Getreidekasten）もあり  
ました。すべてもうありませんが、写真をお見せしますよ。  

1台所   1叔父・叔母の家族  

［コ   

穀物倉  

囲－2．Herta が小作として住んでいたころのゲルゴ・ムラチュニッ  

クの家慶の見取り図  

＜／ト作の家でつく っていたもの＞  

穀物も自分のところでつく っていたんですか？  

少しだけ。うちではそんなにたく さんはつく っていません  

二頭の乳牛と鶏と二頭の豚だけですから。私達（二つの家  

それを共同でもっていたんです。  

足りなかったんですね。  

全然足りませんでした。ですから男の人、叔父や父はいつ  

A．Ⅱ．：  

Herta：  

でした。  

族）は、  

▲．l．：  

冗erta：  

－15－   



も（現金を得るために）働いていたんです。森か、たとえばシュバ  
ペックのドラウ河水力発電などで。  
A．旛∴  肉も穀物も買っていたんですね。  
托erta： もちろん。肉も′ト麦粉も何もかもです上。うちでつく って  
いたのはわずかでしたから。夫のところではたく きんつく っていま  
したが。  
Å．y．： 叔母さんも、家にいたんですか？  
托erta： ええ、叔母も母も。叔母と母と祖母、祖母も手伝っていま  
したけど、子供たちはそんなに働く必要はなかったんです。私達は  
よかったですよ。菜園で手伝う くらいで。 いい時代でした。   

＜母の娘時代＞  
］erta： 祖母はハイリゲンシュクット川eiligensladt）部落に住ん  

でいたんです。祖母は、生涯自分の家というものを持ちませんでし  
た。 コーゲルニッタベルク部落の近くのハイリゲンシュタット部落  
で、やはり小作をしていたんです。祖父母はそれからコーゲルニッ  
タベルク部落に引っ越Lて、もちろん娘たちもー緒に、それから娘  
たちはそこで結婚してずっと住んだのです。祖母は、当時はドイツ  
だったんですけど、今日のユーゴスラビアで生まれたんです。子供  
たちはみなこちらですよ。祖母には八人の子供があって、八人とも  
ハイリゲンシータット部落で生まれたというわけではないんです。  
ノイハウスにも住んでいましたから。誰がどちらで生まれたかは、  
私は知らないんです上。というのも、当時、彼女は長い間ひとつの  
－ザイルトシャフト岬に留まることができなかったんです。当時、ハ  
イリゲンシュクット部落は、ゲマインデ・シュノヾペックに属してい  

て、（ゲマインデ・）ノイハウスとは別のゲマインデだったんです。  
それで、祖母のように住居を借りているだけの人は、十年だけ一つ  
のゲマインデに留まることが許されていて、十年たてば別のゲマイ  
ンデに移らなければならなかったのです。ですから（ゲマインデ・）  
ノイハウスで生まれた子供と、ハイリゲンシュクット部落で生まれ  
た子供があるんです。当時は男の人達、夫が戦争に行っていて、祖  
母i土「当時は年金も、何の援助もなふった」といつも言っていまし  
た。ですから、ゲマインデは、彼女のように年取った女の人の面倒  
をみなければならなくなることに不安があったんです。それで、そ  
ういう女の人たちは実際のところ、あるゲマインデから他のゲマイ  
ンデに移らなければならなかったんです。今ではシュバペッ クもあ  
わせて同じ一つのゲマインデですけど。私の母の母の話です。一年  
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他のゲマインデにいれば、もどることができました。ですから、十  
年闇ある’ザイルトシャフト■ にいて、そこで待遇がょ くても、彼  
女は一年出なければならなかったということもありました。一年後、  
また同じところにもどったんです。そう しなければ、そこに「常住」  
（staendig）ということになって、詭も彼女のことを引き受ける人が  
いないと困るというんです。つまり、年寄りで、夫が死んだり、戦  
死したりしたなら、ゲマインデが面倒をみなければならなくなると  
いう ことだったんです。  
A．X．： それはいつごろのことですか？  
Herta：1g40年に私が生ま九て、そのとき彼女はすでにコーゲルニ  
ッタベルク部落にいたんですから、もつと前で、 －一－－一  母が生まれ  
たのが1g15年で、母が 8歳のころですから、1923年ころです上。え  
え、第一次大戦の後で、働く場所のないころです上。一時離れて、  
また同じ ∵ブィルトシャフト■ にもどって十年、やはり地主のゲィ  
ルトシャフトで、祖母はたく さんの乳牛の世話をしなければなりま  
せんでした。その代わりに、住むところを得たんです。地主の蕗は  
谷にあって、”ゲィルトシャフトけ はやはり少し高いところにあつ  
たんです。ここでは、家（Zubube）は山地（8erg）にありました。彼女  
はそこに住んで、いつもたく さんの牛の世話をしなければなりませ  
んでした。そのかわりに、働いていた【ゲィルト シャフト”の一部  
に畑を一枚と住居・菜園を持つことができたのです。それに二頭の  
乳牛と二頭の豚。祖母の家族の生活は、とても貧しいものでした。  
家でつく ったものだけが、家族の持つことのできるものでした。母  
は学校に木靴をはいて行ったそうです。さもなければ裸足で。寒い  
時に学校にはいていくことができたのは、お父きんのお下がりの靴  
しかなかったほど、ひどい状態だったとも言っていました。私の母  
は1915年に生まれて、シュバペックの学校まで、一時間も歩いて通  
っていたんです。  

（補足－7）   

”z山川be’ということばは、筆者の調査期間中、ここで一度でた  
きりである。’zu一－ は「付加的・補助的」な意味をそえる接頭  
詩として用いられることがある。一肌be■は“‡ufe”（日本帝訳も  
フーフェ）に等L く、■仇fe一 の基本的な意味は、ある家族（家  
族的経営集団）が農民としてそれでやっていくに足るとされた、  
共同体における農地の持ち分である。  
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＜学校時代＞  
托erta＝ 私達のときも学校は遠かったんです。歩いて丸一時間。私  
達のとき、学校は毎日ではありませんでした。一日おきでしたが、  
そのかわり朝の八時から夕方の四時まで。というのも、たった一つ  
の学校で、教室もーつでしたから。一日は年少者のクラスの日で、  
翌日は年長者のクラスの日という ぐあいでした。ノイハウスの小学  

校（Volksschule）で。これは私のとき、ノイハウスではそうでした。  
私は1946年から始めて、八年間。  
Å．1．： 八年間ノ イハウスに通ったんですか？  

月ertaニ 当時は今と違っていたんです。中学校用auptsc加1e）はブ  
ライブルクにしかなくて、でもそれは義務教育ではなかったんです。  
というのも、ブライブルタに行くのはとても大変だったんです。バ  
スは早朝の五時半ノイハウスを出ました。当時は学童バスなんてな  
かったんでナ。五時単にあわせて山から下りてこなければなり ませ  
でしたし、冬はノイハウスにもどるのは午後三時で、それからまた  
山を登って行かなければなりません。事情が今とは違っていたんで  

す。  
A．址．： 中学校に行かない場合は、小学校に八年通うのがふつうだ  
ったんですか。  
Herta： ええ、私が通っていた頃は、たいていの子供がそうしてま  
した。谷に住んでいた二～三人の子は、私の年頃でも中学校に行っ  
てま した。でも、山の子供たちには、そういう機会があり ませんで  

し丈ニ。  

A．≠∴  学校時代、家ではどうでしたか？  
Herla．私達はそれほど多くは働きませんでした。そんなに厳し く  
はなかったんです。でも、夫の家のようなところでは、子供たちも  
まじめに働かなければならなかったんです。あるいは、母の子供の  
ころもそうでした。乳牛や小さい子や羊などに、いつも気を配って、  
学校に行く前も、帰ってきてからも、懸命に働かなければならなか  
ったのを知っています。私達は少しは手伝いましたが、そんなに厳  
し くほありませんでした。叔母や叔父、父も母も、それに祖母もい  
たんですから。それにそんなに大きな ■ゲィルトシャフトー ではあ  
りませんでしたから。六人の子供がみんな少しずつ手伝って、悪く  
はあり ませんでした上。  

（補足－8〉  

現在のオーストリアにおける学制は、大歳から四年間が小学校  
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（Volksschule）、次の四年間が中学校（Hauptscbule）、その後  
一年間の専門的過程。ここまでが義甥教育となっている。ただ  
し、進路の希望に従って、小学校の後にギムナジウムに進んだ  
り（大学進学を前提）、中学校卒業後三年～五年制の高等専門  
学校に進んだりする。  

（補足－g）  

農民の子供に「家」で与えられる仕事は、「家」の大ききや子  
供の年齢・身体の大きさによって異なる。家畜小舎での仕事、  
屋外に連れ出した家畜の世話、飼料の革を刈る・干す・運ぷ、  
森林の苗木を植える、森林の手入れをする・伐る・運ぶ、穀物  
畑で穂を切る・刈り取る・常ねる・運ぶ、等々の仕事がある。  
そのそれぞれの場面において、幼い子供l土おとなのそばにいて  
学びながらその補助をし、ある程度の仕事ができる子供は、一  
人で牧童とLて家畜の世話をする。年齢を重ねるに従って、大  
人と同様の仕事をするようになる。Herta はこの上うな仕事を  
あまりする必要のなかった子供時代を過ごしたと述べている。  

＜祖父のころ＞  
1．壇．： お祖父きんも、お城で働いていたんですか。  
托erta： 祖父も㈲いていました。祖父のころは、もつとずっと悪い  
状態でした。当時は、住居のためにとても多く働かなけ九ばなりま  
せんでした。コーゲルニッタベルク部落でこ頚の乳牛を持つために  

は、随分厳しい労働をしなければなりませんでした。森やお城の畑  
（Feld）で。城主様（Schlossherr）のためにね。  
Å．X∴  お祖父さんもここの生まれの人だったんですか？  
Ⅱerta：祖父はここの人でした。祖父はGe川といいます、私の母の  
父です。私の父はEropです。  
A．l∴  お城で働いていろ場合、いつごろから年金がもらえるよう  
になったんですか？  
托erta＝ 父は年金をもらいました。：父は、建築現場でも働いてまL  
たから、60歳で年金をもらいました。叔父もです。Ge川お祖父きん  
の当時はまだなかったんです。祖父は戦争に行ってましたから、祖  
母はそ九で少し年金をもらいました。   

＜コーダルニッタベルク部落にあった小作農家＞  
Å・Ⅹ・： コーゲルニッタベルク部落には、まだ沢山の家があったん  
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ですか？  

甘erta． ええ、お城の －ゲィルトシャフト”が随分沢山ありました  
けど、今では全部森になっています。この家々は、Pudmlch、私た  
ちのうちは Xlatschnik、それから 71uss、Pokelschnig、こうい  
うのはスロヴェニア詩が多いですけど、それから、えつと、Robauz  
といつていた、「下のEobauz」と「上のEobauz」、Ⅱ1atschnik と  
Pu山1Chの闇に穀物を挽く水車小舎があった。それから Kuschjak。  
みんなお城のものでした。Petschnlg といいましたね、上の方の家  
は。それから －－－＝－－ 、二～三の小さなのを私は知らないんです。  

母がずつと小きな子供の頃の煮で、母が言っていたことですから。  
まだ／トさいのがあって、当時すでに森になっていました。その後、  
私が十五歳のときには、城主として腎utte さんが来て、大々的に植  
林をしたんです上。1955年です、あの人が家をみんなとりはらって、  

植林を始めたんです。  
A．址∴  これは「書き名前」（Schreibname一家族姓にあたる）です  
か、それがみんなお城のものだったんですか。  
Herta： 今でもお城のものです。今は全部森ですけど。随分大きな  
森です上。今言ったのは、全部「家の名前」（Kausna皿e）で「書き名  
前」ではありません、グルゴ（「家」をこの地域の人々はこう呼ぶ  
こともある〉 です。私達の家（Haus）は11atschnik といって、私達  
は、 Ⅹrop と書いていました。  
▲．Ⅱ∴  他の家の「書き名前」も御存知ですか？  
はerta： いいえ、それはわかりません。Hussには、私の父、祖父も  
一時住んでおりましたが、いろいろな人たちが住んでいましたから。  
祖父は二～三年だけいたんです。Pokelschnig に Rarnelという人  
達が住んでいたことのあるのは覚えています。Pud皿ich に、二～三  
年 Gern が住んでいたこともあります、それからSelischnik。ここ  
は知ってますが、「上のEobauz」と「下のXobauz」については知り  
ません。私が小さいころ、もう家がありませんでLた、【ゲィルト  
シて7トー はありましたけど。上の方もわかりません。  
▲．Ⅰ．： 住んでいる人たちは、よ く変わったんですか？  
Herta： ええ、ょ く変わりました。いつも交替のょうに。二…三年  
ここにいて、また、という具合で、水圭小舎にはやはり私の叔母が  
いて、Germといいましたが、後にはJauschnig といいました。こん  
な話、おも しろいですかね。  
A．X．： ええ、とても。  
nerta‥ こういう家々が、消えていってしまうのは、本当に残念で  
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す。どこか、間遠っている上うに思う。私の母もテープレコーダー  
に自分の一生のことを吹き込んだことがあるんです上、私が言った  
んです、母がまだ元気でものもよくわかるうちに、開いておいたほ  
うがいいって。それで一度全部テープに吹き込んで、そうすれば私  
はあとで開く ことができるでしょう。家族だtナのためにね。“ゲイ  
ンディ ッシュ■（ケルンテン州ドラウ河南岸の地域で話されているス  
ロプ王ニア頑の方言の総称）なんですけど。そうでもLなければ、  
みんな忘九てしまいますものね。  
A．1∴  こういった家々もやはり大家族だったんですか？  
Herta： 並はずれて大きいというほどではありません。Ⅹarnelさん  
のとこでは、随分人がいましたけど、Selischnigさんとこでは、そ  
うではないと思いますねえ。私達のところは叔母たちといつも四人  
で。この人たちは、住んでいる（EinⅦOhner）という人達で、これは  
農民（Bauer）ではないんです、借りている人たち（lieter）です。  
A．壇．： お城で長く働けば、後も長く住むことができたんですか？  
1erta： それもさまぎまです上。－utte さんは、あの方は住まわせ  
ました、アドモント（AdⅢOnt．ベネディクト派の修道院。現在の城の  
所有者。修道院はシュクィアーマルク州にある〉 については、わか  
りません。今では、だいたいあそこに住んでいる人なんかいません  
から。－utte さんのとき、父と母がききに引っ越しをして、叔母と  
叔父は二年後にルーデンの方に越していつたんです。叔父・叔母は、  
死ぬまでそこにいることだってできたでし ⊥ う。その小さな’ザイ  
ルトンヤフトー を凄けて。いろいろな城主がいました、Wutte さん  

の前にも、いろいろ。  
Å．址．： そうすると、城の持ち主に上って違ってく るんですか？  

Herta： ええ、そうです。  

（補足－10）「家の名」（Hausname）・「グルゴ名」（vlg－Ⅳame）と  
「書き名前」（Schreibna皿e）  

農民の、農地（畑・草地・専）や森林、家屋の周辺につく られ  
る菜園・花畑は、「家」（Haus）に属するものであるとされる。  
これらの土地資源と家屋とを含めた全体を、農民の「家」と呼  
ぶのである。個々の「家」には、それぞれの名前がある。その  
名前を「家の名」（Rausna皿e）あろいは「ゲルゴ名」（vlg－Ⅳame）  
と総称する。家屋おょび土地の名前である「家の名」「ゲルゴ  
名」に対して、「書き名前」（Scllreibname）は、そこに住む人  
の家族姓（Familienn8＝皿e＝ 英語の Fa山1yname）と同じである、  
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と人々は説明する。しかL、この地域では Schreibnameといっ  
て、Fa血11ienna皿eということばは用いない。Schreibna皿e は、  
話しことばにおいてではなく、役場や教会の記録、電話帳の届  
出に際して用いら九る、文字通り「書か九る」名前である。但  
し、電話帳では、同じ Schreibn∈＝ne（同姓）の者が多いので、  
「家の名」や職業が付記される。   

＜現在の子供たちの通学＞  
Kerta： サンクト・バクル（St．Paul〉 のギムナジウムにいくには、  
家のすぐ前から出る学童バスで、ラバミュント（Lava皿d・ドラウ河対  
岸で商店の並ぷ市場のあるゲマインヂ）の駅まで行き、列車でサン  
タト・バウルまで行って、また連れて帰ってもらうんです。楽だね  
（笑い）。私達の時は歩かなければならなかった、あるいはそりで  
山からすべり下りてきました。それも愉快でしたよ。今の子供たち  
のうちでも、歩かなければならない子もいますよ、上の方に住んで  

いる子たちはね。でも、多くは、兄の義弟の子など、見や兄の義弟  
が仕事に出るとき、子供たちもー緒に乗せていくんです、自動扇が  
ありますからね。あるいは、姪がブライブルタで働いていますから  
毎日子供たちをノイハウス部落まで乗せて行くんです、ええコーゲ  
ルニックベルク部落から。今では、すべてが随分楽になっています  

上。  

（補足－11〉  

サンタト・パウル修道院付属のギムナジウムは、厳し く、お金  
もかかる。生徒の両親は、子供がここの生徒であることを誇り  
に思う。この修道院は、ケルンテン州で最も歴史が古い修道院  
のひとつで、ドラウ河対岸一帯のきわめて大きな領主だった。   

＜キョウダイ闇の手伝い＞  
Herta： 夏期の、干し草を作る仕事（Heuarbeit）では、夫と一緒に  
ベルクオブライフリ ング部落に手伝いに行きます。「家」を：継いだ  
夫の弟のところに。私のコーダルニッタベルク部落の兄は －ゲィル  
トシャフト■ を持っていませんから、手伝いにいく までもありませ  
ん。兄は、母の家を後にもらうことにもなっているんです。   

＜相続＞  

人．1．： いつ、相続については決められたんですか？  
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召erta： 父が亡くなった時です。兄は、妹と私にそれぞれ25000 シ  
リ ング（約30万円）ずつくれました。きめられていたわけではあり  
ませんが、母が，娘たちもいくぼくかのものをもらうペきだ、と言  
ったからなんです。父が建てた家なのだから。兄は家をもらいます。  
家はそんなに大きい家ではありませんが、きれいな住まいですから。  
A．址．． 義弟さんのときは、どういうふうに相続が決められたんで  

すか。  
托erta： それは、義父が生きているときすでに。 Leo、あんたが説  
明Lなけりゃ。  
Leo： その人（A．⊥．を指す）は今日はもう、充分仕事をしたんじゃな  
いかね。  
琵erta：義弟はとてもまじめで、農作業や干し草作りのための機械、  
トラクター・器具・施肥の装置・刈り取り機など、あらゆるものを  
買ったんですよ。それにブールも、山の上の家に自分で作ったんで  
す。義弟もなんでも自分でする人なんです。とても主じめで、トラ  
クターは小型のを一台と大型のを二台、あらゆる横根、二台の自動  
車、そして三人の子供。女の子ほ、ラバミュントで商売を習って、  
二人の息子は機械工です。自動車工で、ふたりとも音楽をやるんで  
す。ノイハウスの大きなカベレではなくて、三人のグループの。ダ  
ンスのためにも演奏するんです。以前は二人ともカベレでも演って  

いましたけど。19歳と16歳です。  

（補足一12）  

ゲサインデ・ノイハウスのブラスバンドを趣味とする人々のグ  

ループ（Verein）。二十五年前、当時の城の所有者 腎utteの肝入  
り・e誕生したので、ノイハウス・城のカペレ（Schlosskape11e  
Neubaus〉という。祭のときの演奏など、有料で行う。  

この後、長時間にわたってインタビューに応じてくれたことに礼を  
述べ、この家を辞した。一家はそれからプール遊びを楽しむ。  

皿  

次に、Herta が子供時代を過ごしたコーゲルニッタベルク部落の  

家屋の歴史を、記録資料に基づいてあとづけてみる。まず、その前  
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に、”ゲイルトシャフト”ぉょび「家」ということばの使い方につ  
いて、整理しておきたい。   

Ⅱ章で、はerta がロにしている －ゲィルトンヤフト■ という請は、  
多くの場合、農民の「家」（Bauernhaus）をさしている。農民の「家」  
とは、農民が経営する農地・森林等の土地資源と彼らの生活する住  
居とを含めた全体を意味する。ただし、”ザイルトシャフトー は、  
厳密にいうならば経営すべき土地資源をさしているのであって、そ  
の意味では自作独立農民の「家」に属している土地資源ばかりでな  
く、小作に貸与している農地も ㌧ゲィルトシャフト”である。   
一方、「家」についてみると、単に 恥u5 という場合は、家庭内  

（domestic）的生活空間としての家庭をさす場合と、とくに 農民の  
「家」をさす場合とがある。前者には、農民の「家」ばかりでなく、  
小作・労働者等の住居としての建物がすべて含まれる。小作や労働  
者の家は、ごく小さな”ゲィルトシャフトー をもつか、あるいは全  
く 什ブイルトシャフト”をもたない住居のみである場合があるが、  
これらを農民の「家」と区別するために、コイシェ（Kaeusche）・ホ  
イスヒュン（Haeuschen）（ともに「小さな家」の意）と呼ぶこともあ  
る。このように、地域の人々のことばには、いくつかのことばが重  
複した意味をもったり、ひとつのことばが複数の意味を同時にもつ  

話し手が意図するところは、個々の場面において明  

いて、混乱することはない。  

に相当する意味内容を指すことばとして、筆者は分  

「エステイト」を用いることを論じたことがある5）。  

とは、複数の土地資源へのアクセス権と家屋等の建  

なった財産で、原則として世代がかわっても、全体  

建物の財産セットは変更を受けることがない。これ  

ことがあるが、  

確に区別されて   
農民の「家」  

析者の立場から  
「エステイト」  
物とがセットと  
としての土地・  
を「家」と呼ばないで、「エステイト」とした理由は、日本の伝統  
的な＜家＞との概念上の混乱を避けるためである。両者はきわめて  
相似た部分があり、その比較研究はもとより筆者のめぎすところで  
あるが、「家」と呼ぶならば、日本の＜家＞の祖先崇拝・イエスジ  
等が不可避的に想起される。しかし、この局面での比較研究が未開  
拓である現段階では、判断停止的な語を用いることが必要であると  
考え、「エステイト」と呼ぶことにしたのである。本稿においても、  
以下では必要に応じて「エステイト」という簿を採用することにす  

る。  

さて、この地域の山地にある「家」（エステイト）は、家産が森  
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林や耕地の中ほどに位置する孤立農圃（Einzelhof）である。1828年  

に筆記された税金の台帳となる記録にさかのばってみると、かつて  

首erta の住んでいたゲルゴ・ムラチュニック（vlg．XlatscbJlik． ム  

ラチュニックという名のエステイト）には、ゲオルグ・チュリーシ  

ュニッタ（Georg Tschrischnig）という名前（Schreibna皿e）の農  

（Bauer）が、所有者（Eigenthue皿er）として記載きれている。荘園領  

主権は、サンクト・アンドレー（St・▲ndrae）にある。この当時のゲ  

ルゴ・ムラチュニックの地籍図を地図上に対応させると、家屋等の  

建物は標高800皿ほどのところに位置し、耕地や草地・森林はそれを  

とり重いて、標高約600mから900mのところにわたる。そ九らは36の  

土地区画から成り、面積は当時タラフクー（Elafter）に上って表記  

されていた。これを、ヘクタールに換算6）すると、約12gha となる。  

実際はそれょり幾分小さいと考えられる。いずれにしても、かなり  

大きい経営面棟をもつ農民の「家」であるといえよう。土地利用の  

内訳は、下の通りである。  

1828年当時のグルゴ・ムラチュニックの土地利用  

（単位はヘクタール．アール．平方メートル）  

ba．a． ぱ  

建築用地  2 17  

菜園■果樹園  4 60  

畑  22 66 93  

草地  1g 20 67  

草地に準ずろ放牧地  6105 79  

森林  28 17 01  

池  47  

計  12g 17 84  

1862年から現在にいたるまでの、ゲルゴ・ムラチ1ニッ タに関す  
る記録が、ブライブルクの裁判所に保存されているので、それに基  
づいて、所有者の推移についてのみ、以下に書き出してみる。   

〔土地台帳一a．プルゴ・ムラチュニック〕  
1862年 牡agdalenal18．tSChnik から桟elena鼠ralへく相続か？）。  

これより先、もとの所有者は1agdalenallatschnik の庶  
子Georg Tschrieschnig であったが、彼が母親上り先に死  
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亡したため、所有権は母 址agdalena にもどされた。そし  
て、1862年 ∬agdalenaの死により、圧elena gralが所有者  
となる旨、記されている。  
Iagdalena とHelenaの関係は確定できないが、母娘である  

可能性もある。  
1880年 yartin だralが所有者となる（相耗か？）。  
1902年 F．Paulitsch が所有者となる（文書はスロヴュニア語）。  
1909年 Filipp Stifterが所有者となる 〈売買契約）。  
1922年 9月 址atildelaurel（相続か？）が所有者。  

‖）月 婚姻に上り、耳丘tilde yaurelの名前は、Fon山g に改  
められる。同時に所有権は、Florian Fonnigとともに二分  

の－ザつもつ。  
1g27年 Xarianne Fachbach－Lohnbach 所有者（売買契約）。  
ユ928年 Gerard Feltzer 所有者となる（売買契約）。  
1939年 Werner Stood 所有者となる（売買契約）。  
1954年 Eajetan Wutte（1907生）所有者となる（売買契約）。  
1984年 8enediktinerstift Admondin A血ont（修道院）所有者と  

なる（売買契約）。  

1828年当時の所有者と、1862年の記録に出てく る、同名の Georg  
Tscbrieschnig が、同一人物であるかどうかは不明である。1928年  
のFelzerから後の所有者の名前は、城の所有者のもので、このとき  
からグルゴ・ムラチュニック（エステイト〉 は城の地所の一部とな  
り、農民の「家」としての自立性を失っていく。1862年から、1928  

年に城の地所の一部となるまでに、グルゴ・ムラチュニッ クの所有  
者の名前（SchreibnaⅢe）は八回かわっている。  

1928年に城の所有地の中に吸収されるのに先だって、1920年には  
ゲルゴ・ムラチュニックの経営地”ゲィルトシャフト”から、約4．2  
haが切り離されて売られている。それは、グルゴ・ムラチ1ニッ タ  
が隣のエステイト（”vnter Lieschnig”〉と接する、下の方（標高600n  
ほど〉 の草地で、1828年当時の土地区画では三区画に相当する。   

〔土地台帳－b．〕  

1g20年 片elema Pototschnik（文書はスロヴュニア語）が所有者と  
なる。  

1922年1ax払urelと1arla址aurelがそれぞれ二分の－ずつの所  
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有権をもつ（相練）。  

1g89年 Ferdinandlaurel（1g42 生）が所有権をもつ（相続）。   

さらに、1g20年に分けて売られた 4．2baの申から、さらに1g65年、  
二区画（それぞれ23a と18a）が売却きれている。   

〔土地台帳－C．〕  

1985年 Leonhard Krop／Vrsula Xrop が、二分の一ずつ所有権をも  

つ（売眉契約）。  

1980年 Hubert Xrop（1g34生）が所有権をもつ（相続）。  

〔土地台帳－d．〕  

1965年 Hubert Xrop／Johanna KrDp が、二分の－ずつ所有権をも  

つ（売眉契約）。  

1985年 flubertの所有権二分の一を、Johanna に移譲L、Johanna  
は完全な所有権をもつ。  

1g65年に 22aの土地を買ったⅩrop夫妻（土地台帳－C）が、aerta  
の両親である。同じときに18aの土地を買ったⅩrop夫妻（土地台帳  
－d）は、Herta の兄夫妻である。両親と息子の二組の夫婦は、同時  
に隣接する宅地を貫い、新しい家を建て始めた。このときの土地の  
売り手である yaurel夫妻（土地台帳一b 参照）は、買い手である  
Ⅱerta の兄の妻の両親である。このことは、1957年の兄夫婦の結埠  
記録に上って確認できる7〉。   

土地台憤－b をさらにさかのぼってみると、1920年に城の所有者  
からこの4．2ha の土地を買い、二年後に Ⅱaurel夫妻に相練手続き  
にJ：つてこ九を移養LたHelena PcItOtSChnigは、Vaurel夫人（Herta  
の義姉の母）の母親である。このことは、1922年の1aurel夫妻の  
結婚記録に上って確経できる。1g80年、肌bert Erop（Hertaの兄）  
が、両親の家と土地を相親した（土地台帳－C）後、彼の妻 job8nna  
Eropが、もともと夫とともに買った土地の完全な所有権をもつに至  
った（土地台帳－d・）ことは、夫婦間の所有権の平等分割という考  
え方があったと同時に、その土地が本来は払urel家（妻の実家）の  

買った土地であった事情も加味さ九ているとも考えられる。土地台  
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帳－C・の土地も土地台帳－d・の土地も、もとは土地台帳一b．を構成  
していた土地区画であった。ところが、これらがそれぞれ売られて、  
別個の家となったことから、土地台帳にひとつの独立の項目を占め  
ることになったのである。1989年には、1aurel家で妻の弟への相続  
がなされている。  

図－3．Krop 家とIaurel家  

（Pototschnig〉  

△＝○  

鮎川rel JHelena   
△ ＝ （⊃   

くだrop〉   

△ ＝ ○  

Le1a  

帯 rヱ十1aria  
▲ ＝ ●  ○  △ ＝ ○  △  

Leo Herta  Hubert Johanna Ferdinand   

かつて、グルゴ・ムラチュニック（エステイト）の一画であった  

草地は、そこから切り離されて、家屋を建てる用地としてある婦人  
に売られた。この婦人の娘と娘婿が、1922年この土地を相続する。  
その数年後、グルゴ・ムラチュニックは城に買われて、広大な城の  

所有地の中に吸収された。1る28年当時の城の直壊の所有地（直轄地）  
はノイハウスの城を中心としておもに谷部にひろがり、後背の山地  
部には、城は現在ほど広大な所有地をもっていなかった。しかし、  
荘園領主制が廃された1870年ころから、城の後背に広がる山地部の  
農民の「家」が、次第に城の所有者に買い上げられていく。ノイハ  
ウス・モチュラ・コーゲルニッタベルクの各部落の農民の「家」々  
が、こうして城の所有地の中に吸収されていった。従って、Xaurel  
夫妻の住んでいるのは、城の広大な所有地の中で、城には売られず  
に残っている小さな一画といえる。1922年に結婚して家と土地を相  
続した夫婦の間に、1g28年に生まれた娘（Johanna）は1g57年に結婚  
する。相手は、現在は城の所有となっている隣家ゲルゴ・ムラチュ  
ニックに住む小作の家族の息子である。娘（Johanna）の結婚後八年  
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たったとき、夫婦は彼らの家の周辺の土地を、家星を達てる土地と  
Lて、娘夫婦と、婿の両親で憐に／ト作人として住んでいた老夫婦に  
売ウた。彼らはそこに、それぞれ家を建て、こうして夫婦・夫の両  
親・妻の両親が、隣あってすぐ近くに住むことになった。妻の実家  
のみ小さな森林をもつが、いずれも耕地をもたない住居のみの家で、  
生活は城の所有する森林での労働、他地域の工場での労臥 あるい  
はゲマインデの道路工事・冬季の失業保険等に上っている。  

次に、ゲルゴ・ムラチュニックの周辺の「家」についても、大づ  

かみに見てい く ことにLょ う。   
コーゲルニッタベルク部落は、スロヴュニア語で Ⅹogelska Gora、  

「山」を意味する。部落はノイハウス川（Neuhausbach）の上涜、二  
つの支流にはさまれた部分で、南西に高くなる山地の、標高約90伽  
までの地域に位置する。西はハイリグンシュクット部落（1957年ま  
でゲマインデ・シュノヾペックに属し、現在はゲマインデ・ノイハウ  
スに属す〉、南西はケンメル部落（現在ゲマインデ・プライプルク  
に属す）、南はヴュスエツツェン部落 川esnitzen・ゲマインデ・ノ  
イハウス）へと山地の各部落に接する。北東方向は谷に向かつて開  
けており、部落を流れるノイハウス川は、モチュラ部落、ノイハウ  
ス瓢落を経て支流を集め、ドラウ河に注ぐ。谷部のノイハウス部落  
には城の館がある。モチエラおょびコーゲルニッタベルクの両部落  
は、城の後背の山地にあたる。既述のように、十九世紀の後半から  
これらの部落の「家」が徐々に城にとりこまれていくのであるが、  
本稿では〕ertaの家族の住んでいた、コーゲルニッ タベルク部落に  
ついて見てい く こ とにする。   

図－4 は、1828年当時の地籍図と現行の地籍図とにもとづいて、  
コーゲルニッタベルク部落の農民のそれぞれの「家」の位置を示し  
たものである。図には、1828年当時の城の直轄地と現在の城の所有  
地を斜線で示した。なお、川が合流する地点の周辺には、図中に記  
入することのできないきわめて小さい二～三の「家」が他にある。   

ニれらの「家」が城にとりこまれていく過程を示したのが嘉一1  
である。現在も個人の所有になっていろもの（農民の「家」あるい  
は労働者の家）は、表中には記きれていない。   
以前、農民の「家」であって、現在もその所有する土地が変わら  

ずに保持されているようにみえるところでも，従来の農民の「家」  
を維持しているとは限らない。現在も個人所有となっている家々の  
中から、エステイト’schmauz■ についてみると、かつては家屋等建  
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図－4・コーゲルニッタベルク部落の  

1828年当時のおもな「家」と現在の城の所有地   

＊番号は1828年当時の家番号。1828年作成の地籍図（Eatastermappe）   

および1986年現在使用されている地籍図より作成。  

1・Kobauz 2L址1atschnig 3L Xlatschnig 4・Huss 5．Baumgartner  

6．Unter Lieschnig  g，Ober Pudnich  lO，Unter Pudnich  

ll・Schmauz 12・Kottnig 13・Unter Kogelnig 14・Ober Kogelnig  

15．PischlltZ 16，Sch10SSnueller 17．Pock 18．Ko11man／Bartl  

感≡亥〉1828年当時の城の所有地  （歪塾現在の城の所有地  

＋「家」の境界   



義一1．コーゲルニッ タベルク部落農民の  
「家」が城にとりこまれていく過程  

コーゲルニックベルク部落の「濠」の名・所有者（1828〉の名   

上の下の  

ScbvabJosef  Tscbri5Ch－  Kuschnig  帖SChnug  Relnharl  Hし1tnar   城の所有者    Schloss  Kobauz  Vlg． Hlatschnik  Huss   Pudmich  Schl， Hueller  PGCk  （ノイハウス）  岨1．  l」8．2． 岨3．  H仇 4．  岨9， 勅1D  N□．16．  枇し17．  Vebenan Anna              ノイハウス領主   nlg（；eロrg  L□renZ  Franz    JDSef   Lukas   
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物・菜園・畑・草地・放牧地・森林が、バランスをもってセットと  

してひとつの「家」を構成していたのであるが、現在では建物もと  
りはらい、以前さまざまな土地利用にあてられていた経営地のすべ  
てが森林に転換されている。そして、この森林の所有者はここには  
住まないで、川の下流のモチュラ部落と接するあたりに住んでいる。  
エステイト■Kottnig”も、建物をとりはらい、菜園・畑を、森林・  
草地・放牧地にかえて、人は山を下った川の下流に住んでいる。こ  
の二つは、もともと独立の農民（Bauer）と してはやっていけないコ  
イシェ（Keusche）ではあったが、それでも、かつては小さいながら  
ひとつの経営のセットを構成しているエステイトであった。  

1828年当時のエステイト  

Hxottnig－の土地利用  

ha a rば  
14  

13  

2  94  

5 11  

58  

1 75  59  

1828年当時のエステイト  

’■scbmauz”の土地利用  

ba a nf  

建物  12  

菜園  
畑  5 40  

草地  4 60  

放牧地  5 38  

12 17  t；4  

計 1 84 49   計 12 33 14  

エステイトーsch皿auZ【とエステイトーKottnig”は、ひとつのまと  
まりをもった経営地のセットをくずして、単一の（もし くは種類の  
より少ない）土地利用にかえ、しかも生活をそこから切り離してい  
る。このような生活のあり方は、明らかに従来とは異なる。   

エステイト”oberkogelnig”と エステイト”unterkogelnig”の  
それぞれの所有者も、やはり部落の外の谷部に住んでいる。コーゲ  
ルニックベルク部落の山地部において、現在も農民の「家」として  
の生活を維持しているのは、わずかに二つにすぎない。エステイト  

ーunter Lieschnig【（国中6）と、コーゲルニッタベルク部落とハイリ  
ゲンシュク ット部落とにまたがるエステイト”Baumgartner■（図中5）  
である。それ以外のコーゲルニッタベルク部落の大部分は、Herta  
の兄たち労働者の住居を除き、森林でおおわ九ている。  

森林は、空間的にも、労働の質の点からも、種々の土地利用方法  
の中でもつともドメスティ ック・グループ（生活共同集団）から遠  
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いところに位置している。森林は自家用の木材燃料を供給するほか、  
臨機的に売却するための木材を産するのが、土地資源としての第一  
義的機能で、さらに、果実・茸類の採集の場となる。森林は、基本  
的に男性の労働の場であり、その労働の種類は拡散的である。土地  
資源として、森林と対照的なのが菜園である。菜園は、主婦が常に  
手をかけて日々の食卓にのせる野菜をつく る場である。菜園での労  
働は集約的で、数カ月以内に実る作物の周期はきわめて早い。畑・  
草地・放牧地は、家畜小舎と結んで農民の生産の循環系のシステム  
をなしている。自家で家畜の飼料虻つく り、家畜を育てて、その肉  
を食べる。さらに、家畜の排せつ物によって、家畜の飼料をつく る。   
従って、畑・草地・放牧地を放棄して森林に転換したコーゲルニ  

ッタベルク部落では、家畜を軸とした循環系のシステムはくずれて  
いる。こう してつく られた広大な森林は、「外」から訪れる狩猟者  
に猟場として提供されるので、狩猟者の支払う現金が重要な資源と  
しての価値をもつことになる。ある所有者の森林がそれほど大きい  
ものでなくても、隣接する森林の所有者と組んで共同で大きな猟場  
を捷供し、現金を得ることができる。この上うな森林は孤立農園の  
「家」の森林とは異なり、自家用の木材燃料を供給することはもは  
や第一義的機能ではない。   
広大な森林は、所有者にとって現金収入を得る資源になる一方、  

労働者に現金収入を得る機会も与える。Herta の祖父・父・兄が、  
城の所有する家に住むことの代償として働いた以外にも、現金を得  
るために城の森林で働いたこと、現在も城の森林で働いている  

は、Ⅱ章にみた通りである。ゲマインデの人々は「コーゲルニ  
と
ク
現
ゲ
 
 

ベルク部落は、以前は城の小作・森林労働者の住む部落だった。  
在はみな城の森林になっている」という。現在の城の所有者が、   
マインデ・ノイハウス内にもつ地所の全体は、270ba 以上に及ぶ。  
そのうち、ノイハウス・モチュラ・コーゲルニッタベルクの各部落  
で、249ha を占めており、その中でコーゲルニックベルク部落は、  
ほとんどすつぱりその森林の中にはいる。現在のコーゲルニッタベ  
ルク部落において、城の存在が如何に大きいものであるかは、充分  
理解しておく必要がある。   

コーゲルニッ タベルク部落においては、十九世紀前半にみられた  
いくつかの農民の「家」が、十九世紀後半から今世紀前半にかけて  
城に吸収されていった。吸収された「家」の家屋には小作農民が住  
み、城で効いて生計をたてた。／ト作農民ではなくなった着たちも労  
働の楊を故に得て、現金収入によって生活の不足を補った。小作の  
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ための家屋をとりはらって一帯を森林に変えてからも、城の森林は、  
このような補助的な貸金労働の場を与え綻けている。   
城は、農民の「家」を買い上げていく過程において、コーゲルニ  

ッ タベルク部落の農民の「家」を解体し、みずからの経営地をもた  
ない／ト作農民や労働者を再生産していった。その反面において、城  
はその広大な所有地において労働の場を捷供L、「家」をもたない  
／ト作や労働者をその経営体の中に包摂していったのである。  

Ⅳ  

本稿では、冒頭にも述べたように、家族・親族の比較研究の立場  
から生活共同集団の動態、とくに生活共同集団の成員が集団外の存  
在となっていく具体的な過程を明らかにすることに主たる閉局関心  
がある。そこで、この章では、Ⅱ・Ⅲ章に報告した資料の中から、  
この地域において生活共同集団の外に送り出された成員と、残留し  
ている成員との聞に、どのような関係が維持されるのか、外に送り  
出された成員同士の間ではどうか、ということについて、いうなら  
ば家族周期の展開にともなって、キョウダイ間関係がどのように展  
開していったかに注意して整理することにする。   

その場合、Herta の生家のコーゲルニックベルクの家族ばかりで  
はなく、托erta の夫Leo の生家であるベルクオブライフリ ング部落  
のエステイトをも視野に入れて考えていく。というのも、Herla は、  
コーゲルニックベルク部落での状況を、非常にしばしば夫のそれと  
比較しており、しかもHerta 夫婦は夫のキョウダイと穐密な関係を  
保っている。コーゲルニッタベルク部落での生活を理解するために、  
その比較の対象である農民（Bauer）のエステイトを理解しておく こ  
とが必要である。さらに、生活共同集団の外に出た成員（この場合、  
既婚の成鼻）が、生家おょび配偶者の生活共同集団とどの上うな関  
係を保っていくのか、という上り重要な閉瑠をみきわめるために、  
双方の生活共同集団との関係を見ていく ことが必要なのである。   

Herta の母方の祖母は、生涯／ト作として土地を排し、家畜の世話  
をする生活を送った。彼女は、当時ゲマインデでの常住が許されて  
いなかったために、時折小作する家と土地を変えて、移動した先で  
子供を生むこともあった。小作農家は、条件がよければ同じところ  
で長く続けたいと願うが、そうでなければ頻繁に小作の家と土地を  
変えて移動することは、ふつうであった。祖母の二人の娘が、コー  
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ゲルニッタベルク部落の二人の兄弟と結婚し、二つの家族がひとつ  
の家慶に小作として住んだ。ニつの家族は、台所をともにし、家畜  
も共同で育てて食べた。二つの家族の六人の子供は、キョウダイの  
ょうに育ったが、子供が働かなければならないほどの仕事は小作の  
家になかった。小作は、いうなれば契約関係で、家屋を借りて一定  
数の家畜を願うこととひきかえに投下すべき労働の量は一定に限ら  
れており、借りた土地は小さいので、子供が働くほどの仕事はなか  
ったのである。そのかわり、城から借りた土地でつく ることの許さ  
れていたものは、家族が生活していくのに充分なものではなかった  
ので、不足する分は別の手段に上って補わなければならなかった。  
父や兄は莞電所や建築現場で働いて現金収入を得、そのお金で不足  
する食物をはじめとする生活必需品を買った。＝姐母のころは、自家  
でつくったもののみを持つ生活だったが、森林労働を増やして補い  

とした。相席する財産をもたない小作の子供たちは、自分で働  
を捜して生活していかなければならない。Rerta ら三人のキヨ  

ロ
ダ
 
 

き
 
ウ
 
 

イは、みな若いうちから働き始めた。Herta や妹、従姉妹たちが、  
家族のもとを離れて都市で働き始めたのに対し、兄は常に父のそば  
で父と同じ仕事をしていた。現在、未亡人となっている母のそばに  

いるのは、彼である。  

ここでt主意しなければならないことは、小作している家において  
ある程度のものをつくるにしても、それはそこで家族が生活をして  
いくための一部にすぎないのであって、常に不足する分を「外の」  
賃金労働に上って補わなければならないということである。家庭内  
的（domestic）な生活を営む住居とその周辺の農用地は貸与さ九てい  
るが、・そこに生活する者の家庭内的生活空間と、生計活動を営む場  
所とは一致していない。後者は、貸与された小さな農地の経営と、  
農地の「外」での賃労働という別々のものを組み合わせて成ってい  
る。このし くみそのものは、地主の直営の地所で働いて、その外に  
出ることのなかった祖母の代においても変わらない。   

農民（8auer）は、この点で決定的に異なる。上ではあまり明確に  
は述べられていないが、農民のエステイトについて、ここで少し補  
っておきたい。農民のエステイトは、一個の経営の単位であり、そ  
こに生活する者がこれを経営する。この人々の集合は、土地へのサ  
ービスを通した経営単位であるとともに、生活を共同にしていく上  
で基本的な家庭内的（do皿eStlc）サービスをも共有する。従って、  

農民の生活共同集団は、家族的構成を一方の軸とするものであるが、  
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集団の枠を決定する土地資源もまたきわめて重要なのである。   
農民は、社会的存在としても、エステイトに上って同定さ九る。  

このエステイトの名前が「家の名」（Kausname） ないし「ゲルゴ名」  
（vlg－Na皿e）である。この地域の日常のはなし言葉で、個人を指称す  
るのに重要なのはこの名前で、「あそこの家のだれそれ」という場  
合の、「あそこの家」を示す。「家の名」や「グルゴ名」は、従っ  
てそこに住む者が変わっても、変わることがない。   

コーゲルニッタベルク部落の／ト作家族の住む家に、本来独立経営  
の農民（Bauer）のエステイトにあるべき「家の名」や「ゲルゴ名」  
がついているのは、皿章でみた上うに、これらの家がつい十年ほど  
前まで自作農民のエステイトの一部であったためである。エステイ  
トが城の地所の一部に吸収されてその自立性が失われ、最後に建物  
もとり除かれた現在では、これらの「家の名」（「ゲルゴ名」）の  
記憶は次第に薄れていく。もとより、小作として住んでいる者を、  
その「家の名」（「ゲルゴ名」）と結びつけることはない。Herta  
の祖母は「ゲマインデに常住（staendig）しない着である」ことを前  
捷条件としておIj、娘時代のHerta の近隣の小作家族もその住居を  
一定していなかった。Ⅵerta はこの人々と「グルゴ名」とを結びつ  
けていない。  

さて、Herta の夫、Leo について農民の生活をみてみよう。Leo  
は、山地の農民の七人キョウダイのひとりとして生まれた。Leo の  
生家のエステイトは、「ラコートニッ タ（Rakovtnik）」という。子  

供たちは、職業を身につける暇もなく自家のエステイトでよく働い  
たが、そのうちの一人だけがエステイトを相続できるのであって、  
他のキヨウダイは自分で働いていかなければならない。誰に相続す  
るのかは父の意思e〉に上るので、相続を受けた本人（」eoの弟）さえ  
も、そのときまで自分が相続することを予想していなかった。   
一子相続のこの地域では、個々のエステイトで各世代ごとに数人  

ずつ、相続を受けない子供がエステイトの外に排出されていく。専  
門的な職業をもたない子弟が、この地域で生活していくには、伝統  
的には、住み込みの農業労働者として娩などの大土地所有者の経営  
地で働く、小作をする、近隣の農民の従僕となる、自家のエステイ  
トの労働力として生家にとどまろ、などのてだてに上るほかはなか  
った。よ巣労働者となる場合、農民のエステイトに生藩ナるならば、  
それが隣家であろうと自家であろうと、結婚することはきわめて困  
難で、一生独身のままで働いた。  
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現在では、相続財を得ることなく生家を出て結婚し、なお同地域  
に住む場合には、収入源を地域の「外の」官金労働に依存する労働  
者となるのがほとんどである。tlerta の夫Leo ほ、この上うな農民  
の非相続子で、タラーゲンフルトをはじめとするいくつもの都市で、  
いくつもの会社を転々とし、労働者として働いた。彼は、しかし、  
コーゲルニッタベルク部落の小作の娘Herta と結婚L、生家に近い  
谷部のプードラ ッハ部落に土地を眉って家を建て、ゲマインデにも  
どったのである。家は、彼と妻の最も誇るものである。   
農民の子供が「家」にいる期間、彼はエステイトによって社会的  

に同定されることをすでに述べたが、「ラコートニックのLeo」が  
比較的生家の近くに住みながら、エステイトの外で生活をする過程  
において、彼が生家のエステイトとどのような関わりをもつのかに  
ついては、検討を要する。   

ゲマインデ・ノイハウスの新しい家の多くほ、Leo のような農民  
の子供たちに上って建てられている。彼らほ「自分は00の r家」  
の生ま九だ」とょ く口にするだけではなく、現在もしばしば自家の  
エステイトの経営活動に部分的にたずさわっている。Herta と Leo  
は、冬季の牛の飼料となる干し草作りには、Leo の生家、ラコート  
ニック・エステイトに手伝いに行く。農民のエステイトでは、一時  
的に人手を要するときがあり、この上うなときにはエステイトに恒  
常的に生活していないキヨウダイの協力が求められるのである。   

さらに注員きれることは、Leo とHerta の家族の食べる肉の入手  
方まである。Eerta の現在の家では家畜を鍋っていない。野菜は庭  
の一画に菜園を作って、台所モロ常必要とする野菜ほこの菜園でお  
お上そまかなうことができる。従って、野菜以外の食物はすべて情  
人しなければならないのであるが、この地域の家畜を育てていない  
多くの家は、食用肉を買うとき、牛や豚を育てた当のエステイトで  
屠殺したものを、－頗丸ごと購入する。これを、主婦が用途に応じ  
て切り分け、包んで各家庭でもっている冷凍庫に保存し、必要なと  
きに適宜取り出して料理に用いる。これがなくな九ば、また同じ農  

民から同様にして購入する。従って、肉のやりとりをする二軒の家  
は、私的に親しい間柄にあるものが選ばれる。H8rta も肉をこの上  
うに入手する。彼女はいつも夫の生家から求めることにしている。   
干し草を作ることと、こうしてつくった飼料で育てた動物を食べ  

ることは、農民のエステイトにおける生活のもっとも基本的な部分  
である。旺erta夫婦は独立の家に住み、その生計ほ労働者として働  
いている夫の賃金に上っているのであるが、同時に、部分的に夫の  
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生家のエステイトでの生産活動に参加し，その産物を一部享受して  
いるのである。筆者は、前掲論文において、はerta 夫婦のように部  
分的にエステイト経営に参加する者を「エステイト経営集団の周辺  
的成員」と呼んだ。Ikrta 夫婦は、夫の生家ラコートニッタ・エス  
テイトの周辺的な成員であるといえよう。   
夫の生家とは、エステイト経営という局面において、この上うな  

サービスのやりとりがみられるのに対し、Eerta の兄の家族との関  
係において、これに類似したサービスの共有・交換関係はないと、  
Herta は明言Lている。托erta の家族との間にみられる関係は、兄  
と妹の間にではなく、母と娘の闇に、それも母が二人の娘の家をそ  
れぞれ訪問するという形で、あるいは、ともに真の休暇をアルムで  
過ごす（Ⅱ章・Herta の奉公した女医の招待）という形で保たれて  
いる。従って、キヨウダイ闇のサービスの共有・交換関係ではなく、  
母とそれぞれの子供との間の二者関係の和で、しかも、それぞれの  
機会が一定場所（たとえば、母の家に常に集まるなど）に上って基  
礎づけられることもない、流動的な関係の和となっている。   

ただし、母と兄の関係は、母と娘（Eerta） の関係とは別個に考  
える必要がある。 Hertaの兄・母・妻のキヨウダイの三軒の家は、  
きわめて近接して生活している。このようにきわめて近い位置にあ  
る家々の闇では、たとえ家屋は独立していても、本来ひとつの居住  
室間において完結される家庭内的（domestic）なサービス・－－－－ 「食  
べる」「寝る」という生活空間における基本的な行為をめぐるサー  
ビスで、老人や病人の世話などがこれに含まれる －一一－－ が、家屋の  
外に拡大している。その上うな家闇の関係は、ブードラ ッハ部落の  
Herta の生活共同集団と、ベルクオブライフリング部落のラコート  
ニッタ・エステイトとの関係とは異なる。コーゲルニッタベルク部  
落の三軒の関係は、 はertaの娘時代に一つの家屋に、叔母の一家と  
Herta の一家が同居し、家庭内的サービスを共有していた生活に、  
より類似しているといえ上う9〉。   
Herta 夫柵の新しい家は、夫の生家のラコートニッタ・エステイ  

トと、妻の母や兄の家との中ほどに位置する谷部（前者から約4h、  
後者から約8h）の部落にある。夫の生家との家間関係にはエステ  
イトが介在しており、妻の生家との関係は、エステイトの介在しな  
い、労働者同士の家間関係である。同じょうにゲマインデ内の山地  
に位置する夫婦のキ己ウダイの家でありながら、この二個の家間関  
係は全く異なるものであるといえる。  
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伝統的な農民の家屋（左）と家畜小舎（右）  
ベルクオブラ イフリ ング部落  

Leo が建てた現在の家・プードラ ッハ部落  
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Ⅴ  

ゲマインデ・ノイノ、ウスにおいて、空間的にゲマインデの領域を  
構成するのは、城を除けば主として広い経営地をもつ農民のエステ  
イト（通常一つのエステイトの面積は15haから80ha）であるが、人的  
にゲマインデを構成するのは、小作（Paechter）や労働者（Arbelter）  

の家族が約半数を占める。   
農民（Bauer）の生活は、労働と生産と消費のバランスが、自家に  

おいて保たれることを上しとし、それへの努力がなされる。庄こいエ  
ステイトで要求される労働は多大なもので、家族全点の活動がそれ  
に対応する。これに対して、労働者の生活は、「外」で働いてそれ  
によって得る賞金で、基本的には食物も「外」で入手する。彼らの  
家は、農民の「家」と比べるならば、本来労働も生産も行わない消  
費の単位である。しかし、現在のゲマインデ・ノイハウスの労働者  
家族の多くは農民（Bauer）の非相続子で、貸金労働という生計手段  
を地域の「外」に求める一方で、同時に生家のエステイトとの関係  
を維持している。彼らはエステイトの外に生活共同集団をもちなが  
ら、生家のコ＝＝ステイト経営局面におけろサービスの一瓢を迫ってい  

るエステイトの周辺的成員である。この場合、家庭内的（domestic）  
サー・ビスは、それぞれの生活共同集団内において基本的には完結し  

ているようにみえる。   
農民の非相続子（二世代目）の労働者が、エステイトを部分的で  

あるにしても経営しているのに対して、小作はエステイトへのアク  
セス権をもたない。個々の小作は、むしろ契約関係に基づいた地主  
の ■ザイルトシャフト■ 経営体成員である。とくに、現在のょうに  
地域の外で賃金を得るてだてのなかった時代にあっては、地主であ  
る城が同時に補助的な労働の機会の与え手となっていたので、現在  
上りも、各々の小作が城の経営体にくみこまれていた程度が強かつ  
たといえょう。産嘗という局面でみられる地主と小作の関係は、農  
民のキョウダイ間にみら九る、エステイトの「経営」をめぐる関係  
とパラ レルである。  

／ト作の農家が農民と最も顕著に異なる点は、農民のエステイトで  
は、家庭内的（domestic）サービスを行う生活空間がエステイトと一  
致しているのに対して、／ト作農家においては、家庭内的（domestic）  
サービスを行う空間が 、その生計活動を行う場と分離していること  
である。小作農家の家庭内的（domestic）サービスは、生計活動から  
独立して、独自に近隣の親族・姻族闇に拡大することができる。  
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かつて小作の家であった土地・建物は、現在では姿を消している  
が、自らの家に住みながら、かつての／ト作と同じょうに城の地所で  
働いている人々の生活は、基本的には小作の生活のしくみとかわら  
ない。こうLた人々は、貸金労働という側面からみるならば、労働  
者（Arbeiter）であるが、農民の非相続子が労働者となったものとは、  
生家との関わりが異なる。  

ゲマインデ・ノイハウスの各部落がどのょうな家問関係のもとに  
構成きれてきたのかは、歴史的な過程も考慮して、それぞれ個別に  
検討しなければならない。近年とくに労働者の新しい家が増加して  
いるブードラ ッハ部落は、それぞれがここでみた上うな、諸部落の  
授・キョウダイとの家間関係をもっている個々の家から檀成されて  
いて、しかもこれらの家が新しい隣家関係を結びながら、新たに地  
域を再編成してい くのである。  

本稿では、プードラッハ部落に新しい家を建てたひとつの家族を  
糸口として、具体的な資料の得にくい小作家族の生活と家間関係に  
ついて考察を試みた。その際、農民の雅相続子との遠いにl主意した。  
小作農家に育って現在労働者として生活している者の具体的な日常  
生活の諸相については、機会を改めて報告したいと思う。  
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Oberdorfer専門学芸員に十九世紀の文献諸資料、プライプルタ裁   
判所のlory博士に土地台帳、ノイハウス役場および Skubl市長に   
土地豊音己書。  

以上の方々に、そして何ょりも、長時間のインタビューに快く応じ  
て下さった、Leo／Herta 夫婦に記して感謝いたします。  
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注  

（1）生活を共にする集団をドメスチ トブタ・グループととらえる  

ことについて、かつて考察した。森明子「イディオムとしてのコ：：ス  

テイト ー  アノレペン山地農民の家族－ 」（1987・『象徴と社会  

の民族学』牛島 巌編．墟山闇出版：18g－217）：191－192   

（2）このゲマインデの若者で大学に進む者は少数で、その場合、  

ふつうは州都タラーゲンフルト（Ⅹ1agenfurt）あるいは隣のシュクィ  

アーマルク州（Steiermark〉の州都ダラーツ（Graz）にいく。ウ ィーン  

やザルツブルクに学ぶ者は、きわめて少ない。   

（3）日本に対して、どの副詞を用いればよいか、彼らは始めのう  

ち戸惑っていたが、筆者との関係が親しみのあるものになるに従っ  

て、「外」（ausse）と「下」（unten）の両方を用いながら、滞在の  

最後のころには、「下」（unten）におちついてきたようであった。   

（4）SPEZIALORTSREPERTOErU宜 DER OESTERREIC月ISCI柑N LAENDER．  

Bearbeitet auf Grund der Ergebnisse der Volkszaehlung vom  

31．Deze皿ber1910・ Herausgegeben von der Statistischen Zent－  

ralkoInmlSSion．Ⅴ．Kaernten． Yierl．1g18，Verlag der Staats－  

druckerei．  

（5）森、前掲論文。   

（6）換算率は、1872年版の REICHSGESETZBLATT（帝国法律公報〉  

による。  

1□ xeter ＝ 0．27さ036 □ 監1after．  

1□ Hektar ＝1．737727 0eSterr．Joch．  

（□＝平方）  

（7）ノイハウス教区司祭鹿所蔵、結婚記録（Trauungsbuch）による。   

（8）父のそばでょく仕事を手伝い、父の最も気に入った者に相廃  
するのが通例である。相続の時期についても、一定の基準はないよ  
うに見える○ 相続予定者に決まった者が、結婚し、子どもを得て十  
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年たっても、なお相練が許されない場合もある。また、相続子以外  

のキヨウダイに、相続分として現金等を与える場合と、何も与えな  

い場合とがあるが、それも現調査段階においては、一定の基準はな  

いょうに見える。Leo は、相続分として何も与えられなかった。   

（9）この点に関連して、イギリスの伝統的な／ト作の村で見られる  

家間関係を1．Strathern が分析したモデルは興味深い。   

l入RILYtq STR丸で鼠色RN Lg81．Ki（lShip at the CoTe 一 九n 久nthro－  

pology of Elmdon． a Villagein North－VeSt Essexin the  

Nineteenrsixties． Canbridge：Cambridge U．P，  
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